
事業番号 - - -

（ ）

少子高齢化の進展等による薬剤師を取り巻く医療環境の変化を背景に、薬学教育において地域の医療ニーズ（へき地医療、在宅医療等）への対応が求められている。また、「６年
制課程における薬学部教育の質の保証に関するとりまとめ」 （令和４年８月 薬学系人材養成の在り方に関する検討会）を踏まえ、大学と地方自治体等が連携し、地域に貢献する
意欲のある学生を選抜し、卒後のキャリアパスにつなげていくこと、地域医療等に関する教育プログラムの策定・実施等が必要とされている。大学の薬剤師養成課程においては、
地方自治体、関係団体等が有機的に連携し、各地域の医療ニーズを踏まえた教育・実践を通して、地域で活躍する質の高い薬剤師の養成が求められている。

令和6年度要求

-

-

-
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(目)
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(目)
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0

-

大学改革推進等補助金

諸謝金

委員等旅費

庁費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/2023001_00009.htm

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 32.5

32

-

0

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

高等教育振興費

(目)

2023 文科 新23 0180

文部科学省

政策 4　個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

地域の医療ニーズ（へき地医療、在宅医療等）を踏まえ、地域医療に関する薬学教育プログラムの構築・実施を行うことで、地域に求められる高度な薬剤師の養成に資することを
目的とする。

医学教育課
医学教育課長
俵　幸嗣

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

・経済財政運営と改革の基本方針2022（令和４年６月７日閣議決定）
・新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画（令和４年６月７日閣議決
定）
・デジタル田園都市国家構想基本方針（令和４年６月７日閣議決定）
・６年制課程における薬学部教育の質の保証に関するとりまとめ（令和４年８
月）

事業名 地域の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に係る取組支援 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1　大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

-

定額補助

令和5年度
事業終了

（予定）年度
令和7年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

32.2

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - 32.5 32.2

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

地域の医療ニーズ（へき地医療、在宅医療等）に対応するため、地域の特性を踏まえた薬学教育を行うとともに、地域医療への関心を涵養する。また、自治体、関係団体等との連
携体制を構築し、地域の医療ニーズに合わせた卒後のキャリアパスにつなげていくための薬学教育プログラム、薬学教育コンテンツの開発等を行うとともに、先行事例として地域
の大学等とも共有する。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - 32.5

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 職員旅費 - 0

翌年度へ繰越し（D) - - - -

32

-

-



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

8,808

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 - - -

目標値 人 - - -

達成度 ％

医療ニーズを踏まえた地域医療に関す
る薬学教育プログラムを策定・実施す
る

地域医療に関する薬学教育プ
ログラムの実施数
※令和5年度は開発期間のた
め、実績は令和6年度から生
じる見込み。

成果実績 件 - -

-

選定大学を対象に、地域の医療ニーズ（へき地医療、在宅医療等）に対応するための薬学教育プログラムの開発等を行い、地域で活躍する高度な薬剤師の養成
に取り組む大学を支援する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果実績：補助先からの状況報告（予定）
目標値：「地域の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に係る取組支援事業」申請書における養成目標人数

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 機関

- -

-

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

機関 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

地域医療ニーズを踏まえた教育プログ
ラムを策定・実施し、自治体等との連携
体制を構築する

地域医療ニーズを踏まえた教育プログラムを策定・実
施し、連携体制を構築した自治体、関係団体等の数
※令和5年度は開発期間のため、実績は令和6年度か
ら生じる見込み。

活動実績

7 年度

地域の医療ニーズを踏まえた課題を解
決するための教育プログラムの開発等
を行い、地域で活躍する高度な薬剤師
の養成に取り組む大学を支援する

医療ニーズを踏まえた地域医
療に関する薬学教育プログラ
ムの受講者数（累計）
※令和5年度は開発期間のため、実
績は令和6年度から生じる見込み。 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果実績：補助先からの状況報告（予定）
目標値：「地域の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に係る取組支援事業」申請書における教育プログラム・コースの概要

令和2年度 令和3年度

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

7

7

本事業で策定・実施された薬学教育プログラムにより、地域の最新の医療ニーズを踏まえた高度な薬剤師の養成を図るため、薬学教育プログラムの受講者数を
長期アウトカムとして設定した。

-

-％

-

目標値 件 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

-

本事業は、最新の医療ニーズを踏まえた高度な薬剤師の養成を目的とする人材養成プログラムが、自治体や関係団体等と連携の上、他大学・他地域へ広く普及
されることを図るため、本事業で策定された薬学教育プログラムの実施数を短期アウトカムとして設定した。

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

26- -

成果実績



改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 -

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

引き続き事業の着実な実施及び適切な予算執行に努める。また事業の一部精査を行って、令和６年度概算要求に▲0.3百万円を反映した。縮減

-

平成30年度 -

平成23年度 -

本事業の実施にあたっては、毎年度の進捗状況・取組実績等を報告書により確認するとともに、事業評価を実施し、評価結果を踏まえた事業内容の改善・定着、
成果の普及・発信を行うこととする。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度 2022 文科 新23 0012

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和8年度実施)

-
点検結果

本事業は、「６年制課程における薬学部教育の質の保証に関するとりまとめ」においてその
必要性が明記されるなど、政策の優先度が高い事業である。支出先の選定にあたっては、
公募を実施し、第三者委員会で選定することにより、その妥当性や競争性が確保されること
となっている。

本事業は、令和５年度に開始した事業のため、アウトプット・アウトカムで設定した指標に基づく活動実績を確認するなどして事業の実施状況を確認しつつ、引き続
き事業の着実な実施及び適切な予算執行に努めること。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



※　金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省

（32百万円）

対象大学から申請のあった事業内容を審査の上、支援対象と

する取組を選定し、補助金を交付する。

A.大学（全４大学）

（32百万円）

【公募・補助金等交付】

対象大学が自治体、関係団体等との連携体制を構築し、地域の医療ニーズに

合わせた卒後のキャリアパスにつなげていく薬学教育プログラム、薬学教育

コンテンツの開発等を行うとともに、先行事例として地域の大学等とも共有する

ことにより、地域の最新の医療ニーズを踏まえた高度な薬剤師を養成する。

謝金：0.4百万円

委員等旅費：0.1百万円

庁費：0.0百万円 を含む


	行政事業レビューシート

